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研究成果の概要（和文）： 第二次世界大戦下のインドネシアにおいて日本人軍医と結婚したヨ

ーロッパ女性とその周辺の人々（オランダ在住）の聞き取り調査を行い、これをとりまとめ、

今後の研究のためのデータを作成した。このデータを主な一次史料として、この女性のライフ

ヒストリーを中心に、ジェンダー史、国際関係史、社会史、トランスナショナル・ヒスト

リー、日本史、社会思想史に、人間の個人的な感情を含み混む新しい歴史を叙述しつつあ

る。 
 
研究成果の概要（英文）： Interviews of a European woman who married a Japanese 
military doctor in Indonesia and other European and Japanese people who had 
contact with her were conducted. The data collected by these interviews will be 
primary sources for constructing a new kind of history, which is written from 
multiple perspectives of gender, international relations, social history, 
transnational history, Japanese history, social intellectual history and human 
emotions.  
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１． 研究開始当初の背景 
近年、アメリカ占領軍兵士と被占領国女

性の関係に関する研究が増えているが、

それは白人兵士と非白人女性、あるいは

白人同士の関係である。第二次大戦下に

旧ヨーロッパ植民地を占領した日本人

軍人・軍属とヨーロッパ女性との間にも

親密な関係が生じたが、これに関する研

究は皆無に近い。この問題には、国際間

の力関係を背景にしたジェンダーや階

級の要素だけでなく、人種の要素が大き

くかかわっている。男性が白人（あるい

は黒人）である場合だけでなく、男性が

アジア系で女性が白人である場合の男

女の関係の実態も把握した上で、初めて

ジェンダーと人種、そして階級の絡み合

いが明確に理解できる。こうした私的な

人間関係に関する文献史料は少なく、聞

き取り調査によって集めるのが重要に

なるが、当事者は現在高齢になっており

聞き取りを急ぐ必要があった。たまたま、

戦時下のインドネシアで日本人軍医と

結婚したヨーロッパ女性を親しく知っ

ていたことから、初めは、彼女の経歴に

興味を持ち、その貴重な経験を聞いて、

上記のような研究上の関心とつなぎ合

わせたいとの願いから、この研究が出発

した。 
 
２．研究の目的 

研究目的は、（１）第二次世界大戦下の

日本人軍人・軍属と日本軍占領地域にお

ける欧米女性の関係を、ジェンダー、人

種、国際関係など多角的な視点から追究

し、その実態を明らかにすること、（２）

戦争とジェンダー・セクシュアリティの

関係についての理論的枠組をつくるこ

と、（３）他国間、他人種間のジェンダ

ー・性関係を実証的理論的に研究するこ

とを通じて、多文化主義、トランスナシ

ョナルな視点から歴史を構築すること

にある。具体的には、ひとりのヨーロッ

パ女性のライフヒストリーを通しての

検証を試みようとした。そのために、そ

の女性、およびその周辺の人々の聞き取

り調査を精力的に行った。 
 

３．研究の方法 
A. 資料の収集・調査 
（１） 聞き取り調査 

対象は以下のとおりである 
① 第二次大戦下インドネシアで日本人

軍医と結婚したヨーロッパ女性 
② 同時期にインドネシアに滞在したオ

ランダ人および他のヨーロッパ人 
③ ①の女性が戦後来日してからの親し

い友人 
④ ①の女性の家族 

（２） 一次文献調査 
① 外務省文書 
② インドネシアでの調査（未実施） 
③ 同時期にインドネシアに滞在した

人々の手記 
（３） 現地調査 

① 女性が生まれ、住んだオーストリア、

オランダ（2008 年、2009 年実施） 
② インドネシア、スマトラ島、ジャワ

島（未実施） 
B. 資料の分析、叙述のために 

以下の二次文献の調査 
① 歴史理論に関する研究（ジェンダー、

戦争、社会史、その他感情の歴史な

ど） 
② 第二次大戦中期、戦後期に関する一

般的文献 
③ ヨーロッパ史、インドネシア史、日

本史、国際関係史 
 

４．研究成果 

本研究は、ここ数十年におけるアメ

リカ史研究展開の最先端の動きを反映

させたものである。特に人種・民族、

ジェンダー、階級の要素から見る多文

化主義の視点に立ち、さらにこうした



 

 

多文化主義に加え、トランスナショナ

リズムの視点を導入した新しい歴来研

究である。具体的には、太平洋戦争下

から戦後にかけての日本人軍人・軍属

と日本軍占領地域における欧米女性と

の関係をテーマにする｡これまで、戦後

日本やドイツにおけるアメリカ占領軍

兵士と現地女性の性の問題について、

「戦争花嫁」の問題として研究が積み

上げられてきた。また、近年日本人兵

士に向けて提供された従軍慰安婦の研

究も大きな成果をあげてきた。これら

の研究は、すべて、白人（あるいは黒

人）男性とアジア系女性、白人（ある

いは黒人）男性と白人女性、日本人男

性とアジア系女性の関係を扱っている。

しかし、戦時下におけるジェンダー・

性と人種の関係を明らかにするには、

視点を広げ、白人女性と日本人男性の

関係も含める必要があるが、この研究

はほとんど行われていない。本研究で

は、「戦争花嫁」としての白人女性に焦

点を当て、聞き取り調査や二次文献調

査を通して、これまでの「戦争花嫁」

や慰安婦の研究で明らかにされてきた

軍隊と性の関係が含む問題を掘り下げ

た。すなわち、占領国支配下の国際的

力関係のなかでの、ジェンダー、人種･

民族、アジアにおける日本軍占領地に

おける社会関係、経済関係などである。

またさらに、国際結婚、混血児、文化

摩擦、日本と欧米の文化的社会的関係

などの問題が具体的に明らかにされた。

今回、歴史叙述の上で出てきた予想外

の問題があった。それは、愛情つまり

感情を、歴史を構築する上でどう取り

込むかということである。現在は、蓄

積された膨大な史料を整理し当該女性

のライフストーリーを中心とした歴史

の叙述を始めたところであるが、完成

すれば、以下の点で学界だけでなく一

般の関心も集めることができると思う。 
① 第二次世界大戦下の白人女性と

日本人軍人・軍属の関係の実態

を明らかにしている。 
② 国際関係の枠組みの中に、すべ

ての人間が持つ感情という要

素を取り込んだ歴史であるこ

とで、方法論的に新しい。 
③ ライフヒストリーの意義につい

ての示唆を与える。 
④ 社会史が追求する普通の人々

（本研究では白人女性と日本

人軍属）の経験に基づく歴史

（本研究では第二次大戦中・戦

後の歴史）構築の例を示す。 
⑤ ヨーロッパ、インドネシア、日

本にまたがる人間の移動に焦

点を当て歴史をとらえるトラ

ンスナショナルな研究である。 
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